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要旨 :日本の海岸植物の絶滅危惧の現状を明らかにすることを目的として,本 州・四国・九州に分布する海
岸植物のリストを作成し,国 版および地方版レッドデータブック (RDB)に おける記載情報を整理した。海
岸植物 167種が抽出され,こ のうち23%は 国版RDBに 記載されていた.ハ ビタット別にみると,「塩湿地・

汽水域」の種は国版 RDBへ の記載種の割合mB記 載種率)が高く,ま た都府県レベルでの絶滅事例も多か
った。「浜・砂丘」の種は国版RDB記 載種率は低かつたが,都 府県レベルでの絶滅事例は多かつた。「磯・崖」
の種は局所分布種が多く,国 版RDB記 載種率は高かつたが,都 府県レベルでの絶滅事例は少なかった。
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Abstract i We investigated the distribution and Red Data Book KRDB)categories of Japanese coastal

plants by referrlng to prefectural Elora lists and national and prefectural RDBs to claritt the
endangerment ofJapanese coastal plants.We Lsted 167 species iOm the IIlain islands ofJapan,Ofwhich
23%were hsted in tte national RDB.Many salt marsh species were ranked in high‐ risk categories in
both national and prdiectural RDBs,and were extinct in some prefectures`Many plants ofbeaches and

sand dunes were not listed in tte national RDB,but were ranked in high‐ risk categories in ma呼

pre f e c t u r a l  R D B s , a n d  w e r e  e x t l n c t  i n  s o m e  p r e f e c t u r e s . M a n y  p l a n t s  o f  r o c k y  c o a s t s  w e r e  h s t e d  i n  t h e
n a t i o n a l  R D B , b u t  o n l y  a  f e w  w e r e  a c t u a■y ext i n c t  a t  t h e  p r e f e c t l l r a l  l e v e l .
K e y w o r d s  i  c o a s t a l  p l a n t s , r e d  d a t a  b o o k , s a n d y  c o a s t , s a n d  d u n e , s a l t  m a r s h , r∝ky co a s t

はじめに

日本の海岸線では埋め立てや護岸工事などによる大規

模な自然環境の改変がおこなわれている。1960年代の急

速な改変の後は,改変の速度は緩や力寸こなったが (敷田・

小荒井,1997),海 岸線の人工化は現在もつづいており,

1996～1997年 喘点で日本の本上部海岸線の41%,島 峡

部海岸線の21%は 人工海岸となっている (環境庁自然保

護乱 1998al。また,海 浜では車両の乗り入れなどによ

る植生破壊も起こっている (松島ほあ 2000)。これらの

ことから,海岸植物の生育環境が消失・悪化していること

がう力朔ミえ,種 の衰退が生じていることが懸念される。

植物のハビタットとしての海岸は,大 きく3つのタイ

プに分けられる.す なわち,① 浜・砂丘,② 塩湿地・汽水

域,③磯・崖の3タイプである。ハビタットのタイプごと

に植物の分布や生育を規定する要因が異なるため,海 岸

植物には, 3タ イプのハビタットのうち特定の1タイプ

に偏在する種が多い。また,ハ ビタットのタイプ間で,
ハビタット自体の規模や人為影響の受け方が異なること

から,植 物に対する人為影響の現れ方もハビタットのタ

イプ間で異なると考えられる,
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海岸植物の分布や絶滅危瞑の現状を,ハ ビタット・地

域・種ごとに明ら力Wこすることは,絶滅の危F■l性の高いハ

ビタット・地域・種を抽出し,保 全の優先順位を明確化で

きるなどの,点で意義がある。このためには,地 方植物誌

等に記載された分相情報と,国 版および地方版 (都道府

県版)の レッドデータブック lRDB)に 記載された絶滅

危慎の現状を整理することが有効である。

地方植物誌と都府県版RDBを 整理した研究は,これま

でに,照 業樹林構成種については行われており,照 葉樹

林要素の約30%が 絶滅危隈種であることなどが示されて ,

いる OR部ほ力、2002)。しかし,照 葉樹林以外ではこう

した研究はおこなわれていない。海岸植物は生育環境の

消失・悪化による衰退が懸念されているにもかかわらず,

分布と絶滅危県の現状は整理されていない,

そこで,本 研究では, 日本の海岸植物の分布と絶滅危
'渓の現状をハビタットのタイプごとに明ら力寸こすること

を目的として,本 州・四国・九州に分布する海岸植物を抽

出してリストを作成し,こ れらの海岸植物の地方植物誌

資料および国版・都府県版RDBに おける記載状況の整理

を行つた。
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